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■ 実践内容：  
 

５年生の総合的な学習の時間に、苅田町のよさに気づくための環境プロジェクトとして、自然・街・世界の３つの

グループで活動をしました。 

     グループ１（自然環境）では、身近な自然環境の変化を、メダカの生息状況を通して考えさせ、地域の自然の変

化に気づき、自然を守るための環境保全活動を行いました。（メダカ池の修復作業、河川のゴミ拾い） 

    グループ２（街おこし）では、街における商店街の役割や人とのつながりに気づき、環境の中で一人の人間として

の自覚が芽生え、よりよい生活をしていこうとする意識が高まり、自分たちの力でキッズマーケットを行いました。 

グループ３（世界環境）では、世界の環境破壊の現状等を調べ、自分たちにできることを考えさせることにより、 

一人一人の努力が世界の環境に影響することを実感でき、自主的に募金活動などを行いました。 

■実践成果：   

○ 自分達の身近な生物を保護する活動を通して、地域の自然環境や生物に対する関心が高まりました。 

○ 環境問題や国際問題を教材化することで、親子が共に学びあう場をもつ機会ともなりました。  

    ○ 取材・宣伝・広報活動を地域で展開する活動を通して、地域に対する親近感を育てることができました。 

■実践ﾎﾟｲﾝﾄ：  



    ○ 子どもの意識や関心を高めるために、地域素材を活用するとともに自主的な活動を重視しました。  

       


